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22. 環境インパクトの小さい熱帯天然林の伐採技術

〔要約〕天然林択伐作業技術として伐倒方向の制御およびタワ ー ヤ ー ダ集材方式を活用することによ
り、 集材作業における環境インパクトを著しく減少できる。
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〔背景・ねらい〕

マレイシアの木材生産林として区分されている丘陵フタバガキ天然林では、択伐ー天然更新による持続

的森林管理・利用が長期にわたって実施されてきた。 従来の択伐作業では森林環境への影響が非常に大

きく、 有用樹の天然更新が阻害され将来の森林生産が困難になるほか、 多様性の少ない林相へ劣化して

しまう例が多い。 熱帯天然林の択伐作業に焦点をあて、 インパクトの定量を行うとともに、 これまでの

方法を分析・改善し、 インパクトの少ない伐採方法を提案する。

〔成果の内容• 特徴〕

L. プルド ー ザ焦材の跡地では、 土壊圧密によって土壊密度が大きくなる(1 .7程度以上）。 この圧密撹

乱は年数とともに回復するが、 とくに乾媒している尾根上では回復が遅く、 湿潤な斜面では早い傾向
である（表］）。

2 .  伐倒方向の制御は残存木への被害低減に効果が大きく、 その制御可能範囲は、 大径木（樹高50m, 胸

高直径50cm超） では、 立木の自然傾斜方向から左右45
゜

まではほぽ確実で、 条件によっては90
゜

ま

で可能である。 しかし、 巨大な板根を持つ径木では、 伐倒角度は板根の方向に規制される（図I)。

3 .  タワ ー ヤ ー ダ利用の熱帯大径木架線梨材技術開発の基本コンセプトは、①集材路の作設を主尾根上に
限定し、重機械を斜面や沢に入れないこと、 および②まばらな伐採対象木の択伐に適合させるため、架
設撤去の容易さと機動性を追求することであり、 ケ ー プル張力は地形条件に応じて変化させる。

4. トレンガヌ州丘陵フタバガキ林の択伐地での実証試験において、 スパン260m· 柚取り幅50mが実用

的な作業範囲として確認でき、 これまで 26 mmの主索を使用していた6トン材の運搬に20mm主索の

利用が可能となり、 架設撤去時間の大幅短縮と負荷の低減、 機体重量の軽減が実現できた（図2)。

この方法により、 集材跡地に強度攪乱（表土喪失と圧密を伴う）のほとんど見られない低インパクト
な集材が可能となる。

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

タワ ー ヤ ー ダを利用した架線集材による択伐技術を熱帯天然林に利用するためには実用化の検討を必

要とする。

〔具体的デ ー タ〕

表1 集材路土壌密度の経年回復

直後 1年 3年 7年

集材路 乾燥尾根 I 68 1.67 1.52 1.50 

濯潤斜面 1.60 1.24 1.21 1.15 

自然林地 乾媒尾根 0.72 0.77 0.71 0.73 

湿潤斜面 0.75 0.78 0.69 0.79 
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図1 伐倒方向規制と伐根の形状
ツルの方向が複雑な板根の制約を受け、
伐倒方向もそれに制約される。
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図2 開発した架線集材方式のコンセプト
荷重の大きさと位置に応じて垂下比を機動的
に変化させることにより、 小形で低インパク
トのシステムによる作業が可能
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